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正会員数1,095名　賛助会員 37個人・70団体（５月末現在）
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P2	 令和元年度定時総会あいさつ
P3	 令和元年度定時総会を開催
P4	 平成30年度事業実績報告
	 令和元年度重点課題と事業計画
P5	 表彰状受賞者名簿
P6	 新役員紹介
P7	 地区世話役・会員互助会幹事紹介
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P11	 就業会員を訪ねて
	 新入会員紹介
P12	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

よりあい農園の作業風景
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昭
和
五
十
五
年
に
設
立
し
た
当
セ
ン
タ
ー

も
、
今
年
新
た
な
元
号
を
迎
え
て
、
令
和
元

年
度
定
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
公
益
社
団
法
人
山
形
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
す
る
、
会

員
の
皆
様
、
賛
助
会
員
の
皆
様
、
並
び
に
ご

来
賓
の
方
々
の
、
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支
援

の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
末
の
会
員
数
は
、
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
七
十
四
名
増
の
千
百
六
十
名

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
層
会
員
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
成
果
で
あ
り
、

全
国
的
に
会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
セ
ン

タ
ー
も
多
い
中
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

平
成
三
十
年
度
の
受
託
事
業
収
益
は
四
億

四
千
八
百
万
円
を
超
え
て
四
年
続
き
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
派
遣
事
業
等
受
託
収
益
は

一
割
程
度
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
受
託
件

数
は
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
経
常
収
益
と
経
常
費
用
の
差
で
あ

る
当
期
経
常
増
減
額
は
、
お
陰
様
で
黒
字
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

山
形
市
の
高
齢
化
率
は
平
成
三
十
年
十
月

に
は
二
十
八
・
七
％
と
な
り
、
令
和
七
年
九

月
に
は
三
十
一
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
人
手
不
足
が

顕
在
化
す
る
な
か
、
高
齢
者
の
就
業
に
対
す

る
期
待
も
一
層
高
ま
り
、
国
は
生
涯
現
役
を

推
奨
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
意

欲
や
能
力
に
応
じ
た
多
様
な
就
業
機
会
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
新
中
期
事

業
計
画
」
の
最
終
年
と
し
て
、「
自
主
・
自

立
、
共
働
・
共
助
」
を
基
に
、
事
業
の
質
的

向
上
と
量
的
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
の
「
や

ま
が
た
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
」
に
、

今
年
度
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。平

成
三
十
年
度
は
一
件
事
故
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
事
故
ゼ
ロ
を
目

標
に
、
安
全
意
識
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

�

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

令
和
元
年
度
定
時
総
会
あ
い
さ
つ

総会風景
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六
月
十
二
日
（
水
）、
令
和
元
年
度
定

時
総
会
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

に
お
い
て
、
会
員
一
七
六
名
の
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
任
状
七
二
三
名

と
合
わ
せ
て
総
数
八
九
九
名
と
な
り
、
会

員
総
数
の
八
十
二
％
に
達
し
、
総
会
は
成

立
し
盛
況
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
樋
口
副
理

事
長
の
力
強
い
開
催
の
あ
い
さ
つ
の
辞
が

述
べ
ら
れ
、
長
瀬
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
当
セ
ン
タ
ー
に

貢
献
さ
れ
た
役
員
・
正
副
班
長
及
び
組

長
・
会
員
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
山
形
市
議
会
議
長
、
山
形
公

共
職
業
安
定
所
所
長
か
ら
暖
か
い
激
励
の

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
議
長
に
金
井
地
区
の
山
口
重

雄
会
員
を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。最

初
に
「
平
成
三
十
年
度
収
支
補
正
予

算
に
つ
い
て
」・
「
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」・
「
令
和
元
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
」・
「
令
和
元
年
度
収
支

予
算
に
つ
い
て
」
の
四
件
の
報
告
案
件
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
「
平
成
三
十
年

度
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
な
ら
び
に
「
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
審
議
が
な
さ
れ
、

両
案
と
も
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
令
和

元
年
度
定
時
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

令和元年度定時総会を開催
平成30年度決算など全議案を承認

会員表彰者

正副班長及び組長表彰者

議長

役員表彰者
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経済環境は緩やかな回復基調が続いており、雇用情勢は大きく改善する一方で、企業におけ
る人手不足が顕在化しています。このような中、シルバー人材センターに寄せる地域社会の期
待は一層大きくなっています。
センターの地域における存在意
義を高め、積極的な事業運営を行
うためには会員の拡大が不可欠で
あることから、全シ協の「会員100
万人達成計画」に合わせて会員拡
大に努め、平成30年度末は74人増
の1,160人にすることができました。
請負事業の契約金額は、平成30年度も順調に伸びる結果となりました。就業延人員はカウン
ト方法の変更により減となっております。派遣事業については、大口の派遣先の就業廃止によ
り実績は減少となりましたが、大型スーパー等の新規受注の開拓等もあり、受託件数は増加し
ました。（詳しくは令和元年度定時総会議案書をご参照ください。）

山形市の高齢者人口は、令和７年度末は73,334人（高齢化率31.0％）に達すると見込まれ、
高齢化はますます進むことが予想されます。労働力人口が減少していく中、社会を支える立場
であり続ける高年齢者を増やすことが急務になっております。このため、シルバー人材セン
ター事業の役割は重要性を増し、就業機会の拡大・職域の拡大と併せ、積極的な会員拡大を図
る必要があります。
安全就業については、昨年度は残念ながら１件の事故が発生しましたが、一昨年の事故件数
からは削減することが出来ました。「事故ゼロ」達成に向けて、今年度も継続して取り組んで
いくことが重要になります。
また、平成26年に策定された「新中期事業計画」は、令和元年度が最終年にあたることから、
策定委員会を中心として新たな中期事業計画の策定を進めてまいります。
（事業計画や予算等、詳しくは令和元年度定時総会議案書をご参照ください。）

重点課題
１．会員拡大と退会会員の歯止め　　　　　　　　　　
２．受注作業の迅速化　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．就業機会の拡大と受注件数の増加
４．会員組織の充実と活性化　　　　　　　　　　　　　
５．現役世代支援事業への取り組み
６．安全就業推進体制の強化
７．公益社団法人としての機能強化
８．経営の効率化と財源の確保

令和元年度 重点課題と事業計画

令和元年度年間事業計画
４月 自転車即売会 ９月 地区研修会

自転車即売会５月 自転車即売会
６月 令和元年度定時総会

世話役会
自転車即売会

１０月 全国普及啓発促進月間
清掃奉仕活動
創作品展示即売会
バザー
自転車即売会

７月 全国安全就業強化月間
安全標語募集
安全パトロール
自転車即売会

１１月 ブロック研修会
１２月 世話役会

８月 安全講習会 １月
９月 世話役会

新入会員研修会
２月 新入会員研修会
３月 世話役会

自転車即売会

平成30年度事業実績
項　目 30年度実績 29年度実績 比　較
正会員数 1,160人 1,086人 74人
契約金額 448,510千円 441,338千円 7,172千円
就業延人数 110,685人 133,718人 △23,033人
受託件数 5,062件 5,108件 △46件
派遣事業
契約金額 76,323千円 84,849千円 △8,526千円

平成30年度 事業実績報告
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１．役員表彰（２名）
　　役員として、２期以上にわたりセンター発展に多大なる貢献し、退任される方

職　名 氏　　　名 職　名 氏　　　名
副理事長 樋　口　健　一 理　　　事 加　藤　芳　男

２．正副班長及び組長表彰（６名）
　　地区班　正副班長及び組長として、５年以上在任し、退任される方

地区名 氏　　　名 地区名 氏　　　名
第 ３ 地 区 清　水　　　勇　 南山形・本沢地区 塩　野　邦　雄
西 地 区 古　郡　興二郎 南 沼 原 地 区 宍　戸　良　一
第 10 地 区 鈴　木　荘　一 西 部 地 区 渡　辺　和　夫

３．会員表彰（72名）
　�　会員として、５年以上在籍し、積極的に就業に励み、その業績が顕著であり、正副班長の推薦
を受けた70歳を超えた方
地区名 氏　　　名

第 ２ 地 区 熊　倉　　　進　
〃 今　野　久美子
〃 山　口　隆　三

第 ３ 地 区 日下部　　　武　
〃 志　田　健　司
〃 西　塔　嵩　芳
〃 志　鎌　一　夫
〃 原　田　充　啓

第 ４ 地 区 草　壁　　　衛　
〃 西　村　信　治
〃 伊　藤　是　直
〃 朝　一　悦　子

第 ５ 地 区 三　條　悦　郎
〃 髙　橋　祐　治
〃 菖　蒲　完　治

第 ６ 地 区 布　施　道　弘
西 地 区 佐々木　良　樹
第 ９ 地 区 丸　子　俊　信
第 10 地 区 鈴　木　恒　男

〃 髙　橋　宏　一
鈴川２地区 渡　邊　　　孝　

〃 岩　田　好　春
〃 三　沢　市　夫

鈴川３地区 渡　邊　　　悟　

地区名 氏　　　名
鈴川３地区 庄　司　　　豊　

〃 柳　谷　利　一
〃 安　田　林　作

千 歳 地 区 渡　辺　久　子
〃 小　林　　　全　

飯塚・椹沢地区 遠　藤　繁　治
〃 安　達　　　寛　
〃 相　沢　英　章
〃 渡　辺　　　敏　
〃 神　保　恵　子
〃 大　江　茂　夫

東 沢 地 区 江　口　善　吉
〃 櫻　井　政　美
〃 佐　藤　伸　一
〃 佐　藤　芳　和
〃 佐　藤　　　勉　

滝山１地区 岡　崎　　　繁　
〃 横　山　巖　太
〃 大　場　政　敏

出羽・明治地区 中　村　　　勝　
〃 石　山　征　子
〃 丸　子　米　子

金 井 地 区 髙　田　さと子
〃 平　野　一　男

地区名 氏　　　名
金 井 地 区 柿　崎　千惠子

〃 五十嵐　マサ子
〃 南　　　荘　介
〃 大　宮　和　彦
〃 石　川　廣　司

楯 山 地 区 森　谷　とし子
蔵 王 地 区 金　原　　　正　

〃 城　　　義　禅
〃 小　高　寿美恵
〃 武　田　正　一
〃 横　山　和　雄

南山形・本沢地区 會　田　由　美
〃 長　澤　榮三郎
〃 落　合　米　男
〃 田　嶋　喜　代
〃 奥　山　　　賢　
〃 塩　野　美智子
〃 齋　藤　武　至
〃 古　内　藤　一

南沼原地区 土　屋　富　雄
〃 日　詰　敏　男
〃 細　谷　信　昭
〃 加　藤　　　裕　

西 部 地 区 大　滝　忠　行

表彰状受賞者名簿
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会

理
事
長
（
代
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理
事
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長
　
瀬
　
洋
　
男

（
市
推
薦
）

副
理
事
長
（
代
表
理
事
）

本
　
木
　
康
　
晴

（
滝
山
一
地
区
）

常
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

黒
　
田
　
芳
　
広

（
市
推
薦
）

理　

事土
　
田
　
郁
　
子

（
市
推
薦
）

理　

事鞠
　
子
　
克
　
己

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

理　

事古
　
里
　
　
　
薫

（
市
都
市
振
興
公
社
推
薦
）

理　

事那
　
須
　
　
　
博

（
第
六
地
区
）

理　

事髙
　
野
　
昭
　
英

（
西
部
地
区
）

理　

事結
　
城
　
正
　
夫

　
（
滝
山
一
地
区
）

理　

事佐
　
藤
　
　
　
明

（
第
六
地
区
）

理　

事齋
　
藤
　
英
　
夫

（
第
四
地
区
）

理　

事塩
　
野
　
美
智
子

（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

理　

事安
　
達
　
つ
や
子

（
金
井
地
区
）

理　

事会
　
田
　
健
　
治

（
東
沢
地
区
）

理　

事成
　
田
　
　
　
厳

　
　
　

（
南
沼
原
地
区
）

監　

事相
　
沢
　
英
　
章

（
飯
塚
・
椹
沢
地
区
）

監　

事佐
　
藤
　
利
　
彦

（
滝
山
一
地
区
）

専
門
部
会

◎
は
部
会
長
お
よ
び
委
員
長

○
は
副
部
会
長
お
よ
び
副
委
員
長

《
総
務
部
会
》◎

　
本
　
木
　
康
　
晴

○
　
那
　
須
　
　
　
博

　
　
山
　
口
　
重
　
雄

　
　
三
　
浦
　
正
　
昭

　
　
板
　
垣
　
源
太
郎

　
　
福
　
田
　
美
知
子

　
　
土
　
田
　
郁
　
子

《
事
業
部
会
》◎

　
髙
　
野
　
昭
　
英

○
　
結
　
城
　
正
　
夫

　
　
安
　
部
　
正
　
次

　
　
伊
　
藤
　
繁
　
安

　
　
岸
　
　
　
英
　
一

　
　
鹿
　
野
　
栄
　
子

　
　
古
　
里
　
　
　
薫

《
広
報
部
会
》◎

　
佐
　
藤
　
　
　
明

○
　
齋
　
藤
　
英
　
夫

　
　
伊
　
藤
　
光
　
夫

　
　
深
　
瀬
　
江
里
子

　
　
髙
　
橋
　
　
　
俊

　
　
菅
　
井
　
和
　
廣

　
　
高
　
橋
　
俊
　
二

《
女
性
部
会
》◎

　
塩
　
野
　
美
智
子

○
　
安
　
達
　
つ
や
子

　
　
設
　
楽
　
み
　
つ

　
　
髙
　
田
　
さ
と
子

　
　
小
　
林
　
久
　
子

　
　
東
海
林
　
れ
い
子

　
　
大
　
友
　
智
恵
子

《
安
全
就
業
推
進
委
員
会
》

◎
　
会
　
田
　
健
　
治

○
　
成
　
田
　
　
　
厳

　
　
山
　
﨑
　
正
　
弘

　
　
武
　
田
　
忠
　
征

　
　
尾
　
﨑
　
秀
　
雄

　
　
加
　
藤
　
政
　
吉

　
　
八
　
嶋
　
國
　
夫

　

　
井
　
上
　
た
　
み

　
　
鞠
　
子
　
克
　
己
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新
役
員
紹
介
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会
員
互
助
会
幹
事

会　

長�

阿
　
部
　
一
　
雄

　
　
　
　
　
　

（
鈴
川
三
地
区
）

副
会
長�

　

升
　
谷
　
光
　
悦

　
　
　
　
　
　

（
南
沼
原
地
区
）

幹
事
長
兼
会
計
担
当�

會
　
田
　
千
嘉
子

　
　
　
　
　
　

（
鈴
川
三
地
区
）

幹　

事�

　

阿
　
部
　
健
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

（
金
井
地
区
）

幹　

事　

�

山
　
川
　
良
　
男

　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
地
区
）

幹　

事　

�

　

伊
　
東
　
義
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
地
区
）

幹　

事　

�

長
　
澤
　
榮
三
郎

　
　
　
（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

幹　

事�

　

那
　
須
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
地
区
）

幹　

事�

菅
　
井
　
和
　
廣

　
　
　
　
（
出
羽
・
明
治
地
区
）

幹　

事�

岩
　
井
　
文
　
子

　
　
　
　
　
　
　

（
第
八
地
区
）

監　

事�

　

塩
　
野
　
邦
　
雄

　
　
　

（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

監　

事�

丸
　
子
　
米
　
子

　
　
　
　
（
出
羽
・
明
治
地
区
）

会
員
互
助
会
顧
問・相
談
役

顧　

問�

長
　
瀬
　
洋
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事
長
）

相
談
役�

　

黒
　
田
　
芳
　
広

　
　
（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

地
区
世
話
役

地
区
名

班
長

副
班
長

組
長

地
区
名

班
長

副
班
長

組
長

第

一
大
和　

壽
一
及
川　
　

明

東

沢
江
口　

誠
一
板
垣
源
太
郎
川
島　

富
隆

第

二
川
井　

幸
雄
豊
川　
　

覚
鈴
木　

靖
子

武
田　

政
弘

小
林　

敏
子
滝
山
一
岩
城　

博
範
今
井　

秀
夫
本
木　

康
晴

山
口　

隆
三

齊
藤　

鉄
治

第

三
志
鎌　

一
夫
日
下
部　

武
井
上　

光
夫

安
達　

康
裕

志
田　

健
司
滝
山
二
沼
沢　

久
雄
宮
崎　

尚
之
永
沢　

慶
次

第

四
明
石　
　

務
長
谷
川
德
治
志
田　
　

正

渡
邉　
　

孝

第

五
佐
藤　

武
則
廣
井　

豊
雄

出
羽
・
明
治

結
城　

正
弘
樋
口　

俊
樹
長
谷
川
浩
二

第

六
伊
東　

義
雄
村
上　

清
志
茅
野　
　

勲

石
原　

一
夫

鈴
木　
　

曉
金

井
今
田　

一
夫
石
川　

廣
司
後
藤　

信
夫

丸
山　

正
弘

會
田　

文
雄

第

七
村
上　

宏
治
長
谷
川
東
洋

南　
　

荘
介

西

細
谷　

孝
司
吉
永　

二
郎
佐
々
木
良
樹

大
宮　

和
彦

川
合
仁
三
郎
大

郷
寒
河
江
秀
昭
渡
邉　

一
男

佐
藤　

庄
平
山
寺
・
高
瀬

赤
塚　

正
弘
安
孫
子
眞
一

第

八
浅
香　

公
博
武
田　
　

満
狩
野　

敏
男
楯

山
工
藤　

俊
二

工
藤
健
二
郎
蔵

王
荒
井　

国
広
樋
口　
　

猛
阿
部　

昭
夫

第

九
近
野　

正
弘
稲
澤　
　

勇

今
野　

久
子

第

十
上
谷　

一
郎
畠
山　

健
一
折
原　

昌
子

高
橋　

俊
二

小
林　
　

茂
南
山
形
・
本
沢

佐
藤　

勝
蔵
長
澤　

勝
紘
鈴
木　

正
孝

鈴
川
一
神
保　

孝
一
菊
池　

博
樹

逢
坂　

鉄
雄

鈴
川
二
宮
林　

義
美
渡
邊　
　

孝
岡
崎　

五
男

阿
部　

良
一

設
楽　

芳
男

古
内　

藤
一

鈴
川
三
渡
辺　

志
朗
藤
田　
　

清
庄
司　
　

豊
南
沼
原
成
田　
　

厳
丸
谷　

茂
和
吉
田　
　

正

鹿
野　

則
和

船
山　

三
男

佐
藤　

和
秀

渡
辺　

正
明

千

歳
杉
澤　

輝
男
矢
萩　

芳
美
稲
村　

秀
韶

笹
原　

秀
昭

東
海
林
静
雄

加
藤　
　

裕

矢
田
目
喜
祥

細
谷　

信
昭

仁
藤　

政
司
西

部
渡
邊　

幸
夫
大
滝　

忠
行
岡
澤　
　

彰

飯
塚
・
椹
沢

長
南　

幸
二
金
子　

宜
弘
金
子　

光
一

退
任
役
員
紹
介

―
長
い
間

�

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
―

�

副
理
事
長　

樋
　
口
　
健
　
一

�

理　

事　
　

加
　
藤
　
芳
　
男
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私
の
仕
事
先
は
山
形
市
上
反
田
に

あ
る
「
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
大
曾
根
」
で
す
。
入
所
者
三
十
名

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
が
い

る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
た
施

設
で
す
。
周
囲
は
大
曾
根
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
山
形
市
立
大
曾
根

小
学
校
が
あ
る
閑
静
な
高
台
に
あ
る

農
村
地
帯
で
す
。
山
形
市
内
が
一
望

で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間
は
夕
方
五
時
半
か
ら
翌

朝
八
時
半
迄
で
三
日
に
一
度
三
名
で

交
代
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
又
午
後

十
一
時
か
ら
翌
朝
五
時
ま
で
仮
眠
す

る
事
が
出
来
ま
す
が
、
緊
急
時
は
起

き
て
来
館
者
等
へ
の
対
応
を
し
ま
す
。

仕
事
は
電
話
応
対
と
清
掃
、
そ
れ

に
夜
と
朝
の
二
回
戸
締
り
を
確
認
す

る
屋
外
巡
回
等
で
す
。
こ
の
四
月
で

二
年
目
に
な
り
ま
す
。

私
が
特
に
心
掛
け
て
い
る
の
は
、

決
め
ら
れ
た
仕
事
を
誠
実
に
実
行
す

る
事
は
当
然
で
す
が
、
何
か
一
つ
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂

く
事
で
す
。
又
、
挨
拶
と
電
話
応
対

も
意
識
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

職
員
の
方
々
や
利
用
者
、
来
館
者

等
へ
の
挨
拶
、
又
、
電
話
も
施
設
へ

の
第
一
印
象
と
な
る
の
で
き
ち
ん
と

応
対
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
仕
事
先
は
施
設
長
を
初

め
若
い
事
務
職
員
・
介
護
専
門
職
員

の
方
々
が
利
用
者
第
一
に
真
心
込
め

て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
又
職
場
環

境
も
良
く
働
き
や
す
い
職
場
で
あ
り

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
最
後
の
月
に
古
稀
を
迎
え
、

令
和
最
初
の
月
に
医
療
費
負
担
が
三

割
か
ら
二
割
に
な
る
旨
の
通
知
を
受

け
、
高
齢
者
の
認
識
を
深
く
し
た
。

子
供
達
も
独
立
し
て
親
元
を
離
れ
、

刺
激
も
な
い
単
調
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
約
三
年
位
前
に
、
何
か
一
つ

の
事
を
と
思
い
書
を
始
め
た
。
昔
、

職
場
の
書
道
教
室
で
習
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
道
具
も
先
生
の
指
導
法

も
記
憶
に
残
っ
て
い
た
が
、
認
知
症

予
防
に
、
そ
し
て
、
心
が
変
わ
れ
ば

行
動
が
変
わ
る
、
行
動
が
変
わ
れ
ば

習
慣
が
変
わ
る
、
習
慣
が
変
わ
れ
ば

人
格
が
変
わ
る
、
人
格
が
変
わ
れ
ば

運
命
が
変
わ
る
の
法
則
が
決
定
的
な

後
押
し
と
な
っ
た
。

あ
く
ま
で
も
趣
味
の
一
環
で
自
己

流
で
あ
る
が
、
呼
吸
を
整
え
、
臍
下

丹
田
に
力
を
込
め
、
精
神
を
集
中
し

た
後
の
充
足
感
は
何
物
に
も
代
え
が

た
い
。
何
よ
り
も
、
姿
勢
が
良
く

な
っ
た
事
が
一
番
の
収
穫
と
自
己
評

価
し
て
い
る
。

長
い
人
生
航
路
で
、
身
体
の
あ
ち

こ
ち
が
ガ
タ
つ
き
複
数
の
医
療
機
関

巡
り
を
し
て
い
る
が
、
幸
い
軽
症
に

推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
残
り

の
人
生
に
ど
う
い
う
答
が
待
っ
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
書

を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

気
付
い
た
ら
定
年
を
迎
え
て
い
た
、

そ
ん
な
状
況
で
ひ
た
す
ら
働
き
詰
め

の
四
十
数
年
で
し
た
。

定
年
を
一
緒
に
迎
え
た
夫
と
大
好

滝
山
二
地
区
　
白
田
　
幸
枝

ち
ょ
っ
と 

ひ
と
い
き 

ふ
り
か
え
り

南
山
形
・
本
沢
地
区

�

尾
形
　
博

感
謝
の
心
を
も
っ
て

金
井
地
区

�

山
口
　
重
雄

何
か
一
つ
を
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き
な
城
巡
り
を
あ
ち
こ
ち
出
掛
け
て

は
次
の
計
画
へ
と
残
り
の
人
生
を
大

い
に
満
喫
し
て
い
た
矢
先
、
夫
が
病

に
侵
さ
れ
突
然
彼
の
地
へ
と
旅
立
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

右
往
左
往
し
て
い
る
時
、
目
に
止

ま
っ
た
の
が
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
文
字
で
し
た
。
机
上

職
し
か
経
験
の
な
い
自
分
に
果
た
し

て
？
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

何
か
目
的
を
持
た
な
い
と
強
い
思
い

に
駆
ら
れ
て
登
録
し
ま
し
た
。

会
員
と
な
り
就
い
た
業
務
は
学
童

保
育
補
助
の
仕
事
。
初
め
は
元
気

い
っ
ぱ
い
の
大
勢
の
子
供
達
に
圧
倒

さ
れ
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
子

供
達
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
笑
顔
を
貰
え
、
気
持
ち
は
勿
論
、

体
力
面
も
充
実
し
て
き
て
生
き
が
い

も
感
じ
ら
れ
る
昨
今
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
で
あ
る
福
祉

協
力
員
と
し
て
年
配
者
と
の
交
流
も

交
え
な
が
ら
日
々
多
忙
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
も
健
康
で
あ
る
か
ら
で
こ
そ

の
事
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
に

向
け
て
何
か
発
信
し
て
い
き
た
い
、

健
康
と
夫
の
与
え
て
く
れ
た
時
間
に

感
謝
し
な
が
ら
日
々
精
進
し
て
い
る

思
い
で
す
。

令
和
初
の
互
助
会
行
事
日
帰
り
旅

行
が
、
五
月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
新
潟
県
の
〝
笹
川
流

れ
〟
へ
の
旅
で
す
。
好
天
に
恵
ま
れ
、

朝
七
時
三
十
分
に
会
員
三
十
一
名
、

事
務
局
二
名
、
旅
企
画
の
添
乗
員
さ

ん
・
運
転
手
さ
ん
の
総
勢
三
十
五
名

で
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発
し
ま
し
た
。

鶴
岡
イ
ン
タ
ー
よ
り
新
緑
の
山
々
を

眺
め
、
雄
大
な
日
本
海
に
粟
島
を
見

つ
け
、
全
長
十
一
キ
ロ
の
笹
川
流
れ

の
景
観
に
満
足
し
て
い
る
間
に
、
遊

覧
船
乗
り
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

お
天
気
は
最
高
、
波
お
だ
や
か
で

絶
好
の
遊
覧
日
和
で
し
た
。
数
々
の

奇
岩
を
楽
し
み
な
が
ら
、
船
の
中
で

は
カ
モ
メ
に
〝
カ
ッ
パ
え
び
せ
ん
〟

を
エ
サ
に
、
写
真
を
撮
る
の
に
苦
労

を
し
て
い
る
方
た
ち
も
お
り
、
和
や

か
な
う
ち
に
四
十
分
の
遊
覧
を
終
え

ま
し
た
。
続
い
て
観
音
寺
に
向
か
い
、

住
職
の
お
話
を
聞
き
、
最
後
の
即
身

仏
・
仏
海
和
尚
さ
ん
を
拝
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
目
的

地
、
岩
船
港
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
二
階
の

〝
番
屋
〟
に
て
皆
さ
ん
少
し
遅
い
昼

食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
後
は
一

階
の
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
に
て
お
買
い
物

ツ
ア
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
ご
家
族
へ
の
お

土
産
に
、
ご
自
分
の
旅
の
思
い
出
に

買
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

互
助
会
行
事
は
会
員
の
親
睦
を
図

る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
の
参
加
で
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

鈴
川
三
地
区
　

�

會
田
千
嘉
子

旅
に
よ
せ
て

集合写真
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地域
紹介 わが街自慢

丸
山
　
正
弘

第

六

地

区

山
形
城
の
南
、
鉄
砲
町
に

広
い
境
内
に
樹
齢
数
百
年
と

い
う
巨
木
が
数
多
く
そ
び
え

立
ち
、
生
気
に
満
ち
た
山
形

南
総
鎮
守　

六
椹
八
幡
宮
が

あ
り
ま
す
。

創
建
は
奈
良
時
代
。
歴
代

山
形
藩
主
よ
り
社
殿
・
本
殿

な
ど
の
造
営
、
寄
進
を
受
け

厚
く
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

年
中
の
祭
事
・
神
事
に
は

総
代
会
と
青
年
会
が
奉
仕
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

六
月
十
五
日
は
夏
越
の
祓

い
の
神
事
。
前
半
年
の
無
事

に
感
謝
し
後
半
年
の
無
事
を

祈
っ
て
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
ま

す
。茅

は
、
旺
盛
な
生
命
力
と

神
秘
的
な
除
災
の
力
を
有
す

る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
も
多
く
の
参
拝

者
が
訪
れ
、
テ
レ
ビ
の
取
材

も
あ
っ
て
夕
方
の
番
組
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
茅
の
輪

は
六
月
三
十
日
ま
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

例
祭
は
九
月
十
五
日
。
こ

ど
も
神
輿
と
担
ぎ
神
輿
が
賑

や
か
に
威
勢
よ
く
町
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。

大
晦
日
の
年
越
し
は
、
一

年
の
無
事
に
感
謝
し
て
大
祓

い
。
そ
し
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
終
わ
る
と
初
詣
。
巫
女

さ
ん
と
笑
顔
で
お
迎
え
し
ま

す
。
お
願
い
事
に
は
住
所
・

名
前
を
お
忘
れ
な
く
。

わ
が
街
自
慢
は
、
雨
の
日

も
雪
の
日
も
古
き
伝
統
を
守

り
抜
く
団
結
力
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
、
三
年
間

事
故
０
を
目
標
に
事
故
防
止
活
動
を

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
初

年
度
は
０
件
で
推
移
し
た
が
、
二
年

目
は
五
件
の
事
故
が
発
生
し
、
三
年

目
は
三
月
上
旬
ま
で
０
件
で
推
移
し

て
お
り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
就
業

中
に
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
、
事
故

ゼ
ロ
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
年
度
は
令
和
元
年
と
い
う
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
会
員
各
自
が
事

故
や
け
が
の
発
生
し
た
原
因
を
意
識

し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
第
一
を

最
優
先
し
な
が
ら
、
就
業
先
の
事
故

や
ケ
ガ
の
な
い
職
場
環
境
づ
く
り
が

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
各
地
区
班
及
び
職
群
班
と

と
も
に
連
携
協
力
を
密
に
し
事
故
防

止
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
事

故
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
就
業
中
と

通
勤
時
の
事
故
の
件
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
て
、
七
月
は
「
全
国
安
全
・
適

正
就
業
強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
～

三
十
一
日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・
各

地
区
Ｓ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
強
化

月
間
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
事
項
】

一　

安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二�　

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の

推
進

・�

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施

・�

安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹
底

（
安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着
）

・�
機
械
器
具
、
安
全
保
護
具
の
点
検

整
備

・�

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三　

安
全
意
識
の
高
揚
策
の
充
実

・�

安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の

表
彰

・�

安
全
に
対
す
る
体
験
発
表
会
の
開

催
・�

「
安
全
就
業
推
進
委
員
会
だ
よ

り
」
の
発
行
で
事
故
防
止
の
喚
起

四�　

会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚
と

し
て
総
合
健
診
の
受
診
の
推
奨

五�　

就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止

・�

交
通
安
全
講
習
会
及
び
交
通
安
全

対
策
の
徹
底

・�

自
動
車
、
徒
歩
、
自
転
車
、
バ
イ

ク
で
の
事
故
防
止
の
徹
底

安
全・適
正
就
業
強
化
月
間

令
和
元
年
ス
ロ
ー
ガ
ン�『
事
故
防
止 

急
ぐ
な
あ
せ
る
な 

気
を
抜
く
な
！
』

安
全
就
業
推
進
委
員
会　

委
員
長　

会
田　

健
治

夏越の祓
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新
入
会
員
紹
介

第
一
地
区	

山
本　

宜
子

	

齊
藤　

敏
一

第
二
地
区	

中
西　

桂
子

第
三
地
区	

矢
作　

恵
子

	

行
仕
ま
ゆ
み

第
四
地
区	

石
川　

孝
吉

	

後
藤　

浩
子

	

片
山　

忠
悦

第
五
地
区	

長
橋　

和
男

	

和
田　

一
雄

第
六
地
区	

佐
藤　

忠
明

	

榎
本　

恵
子

	

梁
川　
　

隆

	

尾
関　
　

隆

	

伊
藤　

俊
一

西

地

区	

後
藤　

摂
子

	

保
刈　

吉
夫

	

大
竹　

修
一

第
八
地
区	

日
下
部
み
や

	

高
橋　
　

博

	

中
村　
　

哲

第
十
地
区	

鈴
木　

知
子

	

佐
藤　

吉
男

	

高
橋　

和
子

	

佐
藤　

正
一

	

三
浦　

整
一

	

佐
藤　

徹
夫

	

川
合　

直
美

	

佐
藤　

吉
子

	

鬼
澤　

正
典

鈴
川
一
地
区	

藤
田　

和
美

	

庄
司　

和
子

鈴
川
二
地
区	

佐
藤
シ
ゲ
子

	

山
口　

友
子

鈴
川
三
地
区	

樋
渡　

善
美

鈴
川
三
地
区	

鈴
木　

好
子

	

大
久
保
絹
代

	

加
藤　

充
康

千
歳
地
区	

鈴
木　

恭
子

	

齋
藤　

典
昭

	

渡
部　

幸
二

飯
塚
・
椹
沢
地
区	

東
海
林
美
枝
子

東
沢
地
区	

會
田
美
枝
子

滝
山
一
地
区	

岡
崎　

正
俊

	

鈴
木　

健
治

滝
山
二
地
区	

眞
見
ア
ツ
子

	

押
切　

侖
子

出
羽
・
明
治
地
区	

佐
竹　

安
男

	

佐
竹　

文
子

	

森　
　

美
咲

	

柴
田　

景
子

金
井
地
区	

田
中　

政
俊

	

阿
部　

昭
治

	

田
中　

和
子

	

武
田　

俊
一

	

栗
原　

米
子

	

武
田
美
智
子

大
郷
地
区	

伊
藤　

繁
義

山
寺
・
高
瀬
地
区	

斎
藤　

照
雄

楯
山
地
区	

桑
野　

勇
子

蔵
王
地
区	

石
川　

哲
夫

	

村
岡
喜
代
子

	

山
口　
　

実

南
山
形
・
本
沢
地
区	

志
田　

省
三

	

板
垣　

芳
之

南
沼
原
地
区	

柏
田　

祐
治

	

佐
藤　

知
博

	

五
十
嵐
菊
子

西
部
地
区	

市
川　

和
夫

	

黒
田　
　

栄

霞
城
公
園
東
大
手

門
を
訪
ね
、
リ
ー

ダ
ー
の
吉
田
さ
ん
に

就
業
内
容
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。
期
間

は
四
月
五
日
か
ら
十

一
月
四
日
ま
で
。
東

大
手
門
櫓
の
来
場
者

に
対
す
る
案
内
監
視

等
の
業
務
で
、
一
班

二
名
、
三
班
六
名
で
就
業
。
時

間
は
通
常
期
は
九
時
十
五
分
か

ら
十
六
時
十
五
分
。
櫓
門
門
扉

の
開
閉
、
清
掃
等
の
施
設
管
理
。

本
丸
内
出
入
口
の
開
閉
等
が
主

な
業
務
で
す
。

昨
今
の
「
お
城
ブ
ー
ム
」
で
、

鹿
児
島
か
ら
北
海
道
ま
で
全
国

か
ら
来
場
者
が
見
学
に
訪
れ
ま

す
。
中
に
は
、
お
城
に
つ
い
て

詳
し
い
方
も
お
ら
れ
、
櫓
の
組

み
方
に
つ
い
て
や
、
狭
間
の
有

り
無
し
等
専
門
的
な
質
問
が
有

り
戸
惑
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
た
お
答
え
も
出
来
な
い

の
で
、
詳
し
い
こ
と
を
求
め
ら

れ
た
場
合
は
ガ
イ
ド
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

夏
季
や
桜
開
花
時
は
閉
門
を

一
時
間
遅
ら
せ
る
。
満
開
時
は

二
十
一
時
迄
開
場
し
、
一
日
の

来
場
者
数
が
五
千
人
に
も
な
り
、

応
対
や
ス
リ
ッ
パ
の
準
備
で
、

会
場
内
、
南
門
と
北
門
間
を
走

り
回
る
事
も
あ
り
ま
す
。

百
名
城
の
ス
タ
ン
プ
を
求
め
、

遠
路
は
る
ば
る
来
場
さ
れ
る
方

も
あ
り
、
開
場
を
融
通
し
サ
ー

ビ
ス
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

館
内
は
風
通
し
が
良
く
、
四

月
と
十
一
月
は
防
寒
着
で
寒
さ

を
凌
い
で
い
ま
す
。
就
業
者
が

全
員
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
無
い

の
で
、
年
三
回
懇
親
会
を
し
、

全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

貴
重
な
時
間
、
取
材
に
応
じ

て
頂
き
有
り
難
う
御
座
い
ま
し

た
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて
吉田　正・海鉾　敏広

霞城公園東大手門櫓案内監視等業務

就業中の吉田リーダー
海鉾さん
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新
事
務
局
職
員
紹
介

（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き
　

山
形
駅
東
口
に
立
ち
、
駅
ビ

ル
を
背
に
東
の
彼か

な

た方
を
見
る

と
、
と
ん
が
っ
た
山
並
み
が
目

に
入
っ
て
き
ま
す
。
山
形
市
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
目
印
・
象
徴
）

た
る
贋が

ん
ど戸
山
で
す
。
盆
地
の
山

形
市
は
四
方
が
山
だ
ら
け
、
私

な
ど
は
目
に
入
る
山
の
形
で
方

角
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
く
ら
い
で
す
。

　
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」
前

号
の
発
行
時
、
そ
の
山
々
は
俳

句
の
季
語
で
い
う
「
山
笑
う
」

で
し
た
。
新
芽
が
出
て
草
木
が

萌
え
始
め
る
山
の
様
子
を
表
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
号

の
発
行
時
に
山
々
は
瑞
々
し
い

元
気
な
木
々
を
表
す
「
山
滴し

た
た

る
」

の
季
語
の
時
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
達
シ
ル
バ
ー
会
員
は
、
若

い
人
、
働
き
盛
り
の
人
々
に

と
っ
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
「
山
」

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
太
古
の
昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ

姿
の
山
々
の
よ
う
に
、
ど
っ
し

り
と
お
お
ら
か
な
存
在
と
し
て

後
輩
た
ち
の
目
標
や
指
針
に
な

り
た
い
と
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
山
滴
る
」

の
ご
と
く
瑞
々
し
さ
を
保
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
制
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
枯
れ
木
の
静
か
な
冬
の
山

を
表
す
季
語
「
山
眠
る
」
と
な

り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

U
R

L：
http://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　
七
月
十
九
日
（
金
）

　
八
月
二
十
日
（
火
）

　
九
月
二
十
日
（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
四
日（
木
）　
十
一
日（
木
）

　
　
　
十
八
日
（
木
）

　
八
月
一
日
（
木
）
八
日
（
木
）

　
　
　
二
十
二
日
（
木
）

　
九
月
五
日
（
木
）
十
二
日
（
木
）

　
　
　
十
九
日
（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
七
月
十
日
（
水
）

　
八
月
七
日
（
水
）

　
九
月
十
一
日
（
水
）

常
務
理
事
兼
事
務
局
長�

黒
田　

芳
広

業
務
課
長　

�

菅
野　

千
春

業
務
係

業
務
主
任　

�

　

平
田　

悦
一

主
任　
　

�

原
田　

弘
之

就
業
機
会
創
出
員�

吉
田　

和
志

嘱
託
職
員　

�

　

髙
橋　

沙
織

総
務
係

係
長　
　

�

　

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員　

�

　

渡
辺　

初
美

嘱
託
職
員　

�

　

金
子　

暁
子

シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
一
三
四
号 

一
頁

�

表
紙
写
真
説
明
の
訂
正
に
つ
い
て

　

前
号
で
掲
載
し
ま
し
た
表
紙
写

真
の
説
明
に
つ
い
て
、
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

誤
：「
霞
城
公
園　

桜
ま
つ
り
」

正
：「�

南
陽
市
烏
帽
子
山
公
園　

桜
ま
つ
り
」

事
務
局
紹
介

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

安
全
標
語
表
彰
・

�

安
全
講
習
会

日
時
：
令
和
元
年
八
月
五
日
㈪

　
　
　
午
前
十
時
よ
り

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
三
階

　
　
　
ア
プ
ロ
ー
ズ

　
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
安
全
標
語
を
募
集
し
、
優
秀

作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
安
全
就
業
に
関

す
る
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

嘱
託
職
員

�

髙
橋
　
沙
織

嘱
託
職
員

�
金
子
　
暁
子


